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日本リハビリテーション病院・施設協会
理事   勝木 保夫

協会役員コラム

『人は人が支える』
　新型コロナ感染症が現れてから、約３年です。学会やケア会議などがオンライン化され、
業務効率が進みＩＣＴの恩恵を感じますが、直接対面してこそ得られる情報の大切さも強く
想います。健康寿命の延伸は、フレイル予防が重要な社会課題ですが、地域の高齢者は、
コロナ禍で外出控えや会合縮小により、対面機会や体を動かす機会が減っています。小職の
運営する高齢者向け会員制健康増進施設では、緊急事態宣言などで臨時休館しました。
休館中に運動の必要性を感じた高齢者は９６％以上と多かったにも拘わらず、運動実践がで

きていた方は６６％でした。運営再開後の評価では、下肢筋力、ＴＵＧ、閉眼片足立ちなどで、休館前よりも身体
能力の低下が確認されています。一人で運動継続することの難しさ、至適な運動強度が保てないことなどが推察
されます。社会的・精神的フレイルのほか、身体的フレイルも「人が人を支えていく」ことがいかに大切なのか、
コロナ禍で実感しています。

研修会のお知らせ

● 認知症の行動 ・ 心理症状 （ＢＰＳＤ） を回避するケアと環境調整

　　～認知症の人の不安、 あなたが煽っていませんか？～（LIVE 配信）
　 【日　時】令和４年 11 月 30 日（水）  14：00 ～ 16：30
　 【内　容】認知症の行動・心理症状は、認知症の人とケアする人の双方に心理的・身体的負担を課します。
　　　　　   口頭で「やめてください」と伝えても、よい効果を得ることはありえません。認知症の人の想い
　　　　　   ＝Wants（希望・要望）や認識できる状況を推測し、ケアする側の想い＝Needs（必要性）を
　　　　　   明確化し、そのズレを言語化することによって、これまでとは異なるケア方針が見つけられるか
　　　　　   もしれません。今後の治療・ケア方針の検討のために、一緒に認知症の人の感じる世界を感じ、
　　　　　   医療・介護専門職にできることを考えてみましょう。
　 【講　師】伊東 美緒 先生（群馬大学大学院保健学研究科老年看護学 教授 ）
　 【締切日】令和４年 11 月 22 日（火） 

● 理事が語るシリーズ 「介護老人保健施設におけるリハビリテーション」（オンデマンド 配信）
　 【期　間】令和４年 11 月１4 日（月）  ～ 23 日（日）
　 【内　容】これからの介護老人保健施設の在り方、介護老人保健施設の目標とする在宅および社会復帰への
　　　　　   支援につながるリハビリテーション等について、全国老人保健施設協会会長である東憲太郎先生
　　　　　   にご講演いただきます。
　 【講　師】東 憲太郎 先生 　（当協会 理事／全国老人保健施設協会 会長）
　 【締切日】令和４年 11 月 18 日（金） 
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● 「歯科医師連携 緊急提言！」 について

○ 各地域での医科歯科連携は、歯科の理解だけでなく、その連携先である病院の受け皿が必要となります。
私たちは、全国で医科歯科連携を強化し、また都道府県ごとの連携拠点病院を確保したいと考えています。
皆様のご協力をお願いします。

　 https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2022/09/suggestion_med_dent.pdf

※ 各研修会の詳細は、協会ホームページの ［研修会］https://www.rehakyoh.jp/workshop をご覧ください。

● 病院・施設経営者管理者向けセミナー「PRESIDENT SEMINAR 2040 年の医療・介護」（LIVE 配信）
　 【日　時】令和 5 年 1 月 11 日（水）  17：00 ～ 19：00
　 【内　容】わが国の社会保障制度は、厚生労働省によると国民の「安心」や生活の「安定」を支えるセーフティ
　　　　　   ネットと謳われ、「社会保険」「社会福祉」「公的扶助」「保健医療・公衆衛生」からなり、子ども
　　　　　   から子育て世代、お年寄りまで、全ての人々の生活を生涯にわたって支えるものと言われています。
　　　　　   本セミナーにご登壇いただく香取照幸先生は、社会保障制度へのこれまでのご経験や知見から、
　　　　　   医療・介護行政の将来に対する卓越した見識をお持ちになる先生であり、今回は『２０４０年の
　　　　　   医療・介護』と題して、幅広い視野から、これから私たちが乗り越えなければならない課題に
　　　　　   ついてご講演いただきます。
　 【講　師】香取 照幸 先生（上智大学総合人間科学部 教授／一般社団法人未来研究所臥龍 代表理事）
　 【締切日】令和４年 12 月 26 日（月） 

● 教育セミナー 事務管理職研修シリーズ第８弾

　　「リハビリテーション病院・施設における事務管理職に必要な人材育成の視点を整理する（LIVE 配信）
　 【日　時】令和 5 年 1 月 27 日（金）  14：00 ～ 16：00
　 【内　容】次世代を担う「人材育成」は病院経営を継続するために非常に重要な要素ではありますが、現実的
　　　　　   に事務管理職にとって部下を育成することは、なかなか正解のない悩ましいテーマでもあります。
　　　　　   今回の研修では、小山秀夫先生による人材育成マネジメント手法についての講義、参加者への事前
　　　　　   アンケート結果を踏まえた人事考課の活用の現状と具体例報告等、人材育成にテーマを絞事務管理
　　　　　   職が実際に活用できる研修会を企画しました。
　 【講　師】小山 秀夫 先生（兵庫県立大学大学院経営研究科 特任教授）
　 【締切日】令和 5 年 1 月 18 日（水）

● 認知症ケア加算２･３該当研修 「看護師のための認知症ケア講座」（LIVE 配信）
　 【日　時】令和 5 年 2 月 14 日（火）  ～ 15 日（水） ２日間
　 【内　容】認知症のケアにおいて時間がかかる重介護状態のひとつは、言うまでもなくＢＰＳＤですが、ＢＰ
　　　　　   ＳＤが誘発されてからも薬物療法だけでなく非薬物療法によって症状を軽減することができます。
　　　　　   また、対応次第でＢＰＳＤの誘発を予防することもできます。当協会では、病院・施設において
　　　　　   ＢＰＳＤを誘発しない対応を行なうことができる看護師の養成を目的に、認知症の人への
　　　　　   “対応力” を向上させる研修会を企画いたしました。
　 【締切日】募集開始前


